
和牛受精卵の安定供給と近交回避に向けた取組み 

畜産総合センター 舛田
ま す だ

 崇
たかし

 糟谷
か す や

 淳
まこと

 ほか 

【和牛受精卵の安定供給に向けて】 

当センターでは和牛受精卵 

譲渡事業として、繋養する３ 

３頭の和牛から採卵を行い、 

平成３年度から平成２５年度 

までの間に、凍結受精卵を中 

心に３，４０７卵（平均１４ 

８卵／年）の受精卵を農家に 

譲渡してきた【図１】。 

近年、酪農経営における和 

牛受精卵移植の利用が増加し、 

和牛受精卵の供給不足が課題 

となっている中、和牛受精卵 

の安定供給を目的として、平成２６年度よりＢランク受精卵（Ｂランク）の譲渡を開始し

た。 

平成２６年度の譲渡実績はＡランク受精卵（Ａランク）１１７卵、Ｂランク１１２卵の

合計２２９卵、平成２７年度は１１月末時点でＡランク２０９卵、Ｂランク１４４卵の合

計３５３卵であった。このうち、受胎成績が判明している２９０卵の受胎率は、Ａランク

５５．８％（８１／１４５）、Ｂランク３７．２％（５４／１４５）、全体では４６．６％

（１３５／２９０）であった。 

また、平成２７年６月からは、受胎率の向上を図るために新鮮卵譲渡も再開した。 

１１月までの６か月間に譲 

渡した新鮮卵はＡランク７卵、 

Ｂランク３１卵の合計３８卵 

で、受胎成績が判明している 

２４卵の受胎率は、Ａランク 

３３．３％（２／６）、Ｂラ 

ンク５０．０％（９／１８）、 

全体では４５．８％（１１／ 

２４）であった【表１】。 

このように、Ｂランクの受 

胎率はＡランクに比べ約１９ 

【図１】受精卵譲渡数の推移

【表１】受胎成績



％低いが、低価格であることからＢランクを指定する農家も存在する。また、新鮮卵移植

はＢランクの受胎率向上に有効であることから、サブセンターである各家畜保健衛生所お

よび支所の協力を得ながら、今後も譲渡を効率的に推進していきたい。 

【近交回避に向けて】 

また、近年、特定種雄牛への人気が集中し、 

全国的に類似した血統、血縁の牛が増え 

ている。一方で、交配種雄牛の選定には、 

従来からの気高系×藤良系×田尻系とい 

った系統による掛け合わせが中心で 

あり、場合によっては親子交配や兄 

弟交配等、近親交配された牛も市場 

で散見されることから、将来的な近 

交退化が懸念される。 

当センターの譲渡用受精卵においても、 

交配種雄牛の選定は市場性と繋養牛の血 

統構成を考慮して行っているが、農家か 

らは市場性の高い種雄牛を用いた受精卵の 

希望が多く、平成２３年度から平成２７年 

１１月までに行った譲渡用採卵１５２回の交配種雄牛は１２頭で、うち上位５頭の種雄牛

が９０．１％を占めていた【図２】。 

近交係数６．２５％以上の危険な交配を確実に回避するため、平成２７年度より近交係 

数計算シートの活用を開始し、４代祖まで遡って厳密な近交係数を計算した上で種雄牛の 

選定を行っている【表２】。 

【図２】Ｈ２３～Ｈ２７．１１譲渡採卵種雄牛

【表２】近交係数計算シート


